









かつ柔軟に対応していくことが必要である。 」と指摘した (I) 。 この答申を受けた教育課程審議
会(1987)は、「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応する能力の育成」の重視を唱えた (2) 0 
そこで、社会の変化に主体的に対応する能力を育てる社会科教育について、篠原(1987)は学
習内容と能力育成の2つの側面から捉える必要があることを提示した い 。 そして、産業構造の











ところで、わが国における地域変容は様々な要因が考えられる。 都市化 (8) • 住宅地化 (9)
観光地化 (I O ) などがその要因としてあげられる。 なかでも、 工業化はわが国の高度経済成長期の




わか国の工業化か資本主義社会の形成と重要な関連を持っていることから、 太田(1962, 1966) 
は、 国民経済的視点にたつ研究を重視した (I 2) 。 だが、工業の存在かいかに地域の生活に影響を
与えたかの考察は不十分であった（太田， 1975) (I 」)。 北村・矢田(1977)は、 宮川(1977)か
指摘した「工業の地域的構造」と「工業地域の構造」の定義の明確化を受け、 「工業の地域的構
造」を国民経済の観点から全国的視野で解明した (I ,1; 。 板倉ほか(1973)と竹内(1978)は、大
都市内部の零細工業の密集地域を産業地域社会と定義し、そこに「コンレックス ・ エリア」を検
出した l I 0,) 。 そして、地域を主題とした工業地域社会の分析を試みた。 しかし、工業地域の現状
の詳細な把握にとどまり、工業地域の変容までは論究していない（奥野， 1977) (I li) 。
ここで、地理教育において両輪ともいえる「系統地理的アプロ ー チ」と「地誌的アプロ ー チ」
の2つの立場から工業化に伴う地域変容の従来の研究を考察してみる。
系統地理的に地域変容を捉えた場合、地域内で変容している各要素の特徴をつかみ、その「動
向」を理解させることが地域変容の把握に重要なアプロ ー チとなっていた。 地場産業を事例とし
て、産地形成の過程や生産構造の変化を解明し、工業の動向を捉える教材研究は多数見られる
（伊藤， 1984. 稲井， 1984) ( I ,) 。 小林(1989)は、茨城県の工業団地を事例にして、茨城県に
おける工業化の展開を全国の中に位置づけ、工業化を捉える視点は、わが国の工業化段階の中で
の各地域の特徴を理解することであるとした (I 8) 0 
一方、地誌的に地域変容を捉えた場合、地域内の各要素相互の関連や、他地域との関係を理解
させることが変容の把握に重要なアプロ ー チとなっていた。 古典的な研究として、 三沢(1926)






























る視点が必要である（青木， 1987) <21) 。 工業労働力は、 その地域の住民の社会・生活を映し出







実態を的確に捉えた視点が必要である。 そのため、 事例地域を設定し、 フィ ー ルドワ ー クを中心
とした実証的研究によって、現実の地域を捉える教材化の視点と教材構成を解明する。
Il. 茨城県西部における工業化の進展過程
































































この時期の工業化の特徴として、組み立て型工場の立地の増加かあげられる。 また、モ ー タリ













の影響をうけている。 素材型の工業が進出するが、 中卒者を「金の卵」と称したように、 新規学
卒者を求めるようになった。 そこでは、 地域的な産業技術集団の持つ技術は必要なく、 必要なの
は若い単純な労働力であった。 また、 縫製を中心とする労働集約的な中小工場においては、 主婦






いる。 また、 女子の単純労働力は、 広い地域から集めている。
工業労働力の質が時代によってことなるため、 進出工場間で労働力の競合は起きていない。 し
かし、 同一業種間では工業労働力の質が同じため、 競合が起きている。 そのため、 立地時期が遅
くなるほど、 工場から遠い地域から労働力を集めている。
一方、 工業労働力確保のため、 工場では送迎バスを運行させたり託児所を持つなど、 厚生福利
に努力している。 送迎バスのル ー トは、 水田地帯の農村集落と最寄りの鉄道駅を結ぶものになっ
ている。 しかし、 モ ー タリゼ ー ションの進展に伴うマイカ ー通勤の急増によって、 送迎バスの運
















とを解明した。 そこで、 本章では地域変容の現象面の実証的研究から、 地域の内的要因と外的要
因の関連を考察する。 対象地域として、 農村地域と都市域（商店街）の2 つの地域変容を取り上
げる。
1) 農村地域の変容 一石下町古間木地区を事例として 一
工業団地や大規模工場周辺では、 農村景観から工業景観への変化がみられる。 中小工場の点在
する地域では、 景観として容易に把握できないものの、 工業的機能の反映された地域を観察する
ことが可能である。 一見すれば農村景観の地域でも、 工業化の進展はみられる。 そこで、 農業経




農家は、 野菜を中心とした農業経営に集中し大型化していく。 一方、 大部分の農家は、 耕地面積
を減らし、 労働力のかかる畑作や果樹栽培から省力化の可能な水田工作を中心とした農業経営へ
と変化している。 そして、 従来は台地上面では陸稲しか栽培できなかったのが、 動カポンプの普
及により畑が陸田化された。 ビニ ー ル水田などの陸田化は、 従来の麦と陸稲の2毛作よりも収量
が増え、 しかも農業従業時間の短縮をもたらした。
このような石下町で、 古間木地区は工業景観を示す農村地域の変容を顕著に表わしている。 古
間木地区は、総人口911人、総世帯数269世帯の集落である。 うち、 農家は110世帯、 農家人口
は595人と約半数 が農家の集落である。 110農家のうち、 専業農家は7世帯、 第 1種兼業農家が
21世帯、 第2種兼業農家が82世帯の兼業主体の農業集落である。 集落の耕地は106haで、 田が65
ha、 畑が36ha、 果樹園が 6 haになっている。
古間木地区のうち、 古間木集落の農業経営を第2 表に示した。 古間木集落は18 世帯の集落で、
うち農家は11世帯である。 専業はなく、 第 1種兼業が 1 世帯、 第2種兼業が10世帯である。 平均
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で、 世帯主・娘・息子は勤務先と家とをマイカ ーで往復している。妻は、 工場か家の近くのため、
自転車で通勤しており、昼食は自宅に帰って父親。母親と共に食事をしている。 主たる収入源か
らみた生活行動は、 「家一農地間」という従来のパタ ー ンから、 「家 一 工場間」のパタ ー ンに変































ませるなど、工場進出に伴う商業機能の増加がみられる。 特に、ス ー パ ーマーケットなどの都市
的機能の流入が特徴的である。 一方、工場機能の進出に伴い、営業や販売などのオフィス機能が
都市域内部に進出している。 さらに、 B商店のように商店経営自らが、工場で恒常的勤務を行っ





































































る。 さらに、商店主のなかには自らか工業従業者となって、サラリ ー マン化するケ ースも見られ
た。
5. 工業労働力を通した分析から、3つの地域スケ ー ルを関連させることで工業化に伴う地域














であった。 同様に、 商店街の商業機能の変化について、 詳細な分析を行っていない。 土地利用の
変化の考察も、 その要因の分析か不十分であった。 以上を今後の課題としたい。
注
( 1 )  臨時教育審議会の設置目的は、 「我か国における社会の変化および文化の発展に対応す
る教育の実現」と述べられている。 臨時教育審議会(1987):教育改革に関する第四次答申 ． 臨時
教育審議会．
( 2 )  教育課程審議会(1987):幼椎園、 小学校、 中学校及ひ高等学校の教育課程の基準の改訂
について． 文部省．
( 3 )  篠原昭雄(1987):産業構造の変化に応じた社会科教育に関する研究 ー地理。経済学習を
中心に 一． 信州大学教育学部紀要， 62, 1 ,...,__, 12. 
( 4 )  地域の変遷史を追求するだけでなく、 現在の地域の変容に関わる要因の発生論解明のこ
と。
( 5 )  また、 九州地方を事例地域とし設定しているが、 事例地域の実証的研究についての考察
ゃ、 事例地域での教材化に関する視点を我が国全体に一般化する際の議論が不十分である。
( 6 )  西村嘉助編(1973): 『地域変化』大明堂， 293ペ ー ジ．
( 7 )  山本正三・高橋信夫・石井英也・手塚 章(1983):首都圏外縁部における農村の生態 一
茨県出島村の事例 ー． 人文地理学研究， VII, 53,.._.,94_ 
( 8 )  代表的な総合研究として、 木内ほか(1964)は、 都市の形態論的研究を機能論的研究へ
と発展させた。 木内信蔵・山鹿誠次• 清水馨八朗・稲永幸男編(1964): 『日本の都市化』古今書
院、 また、 青木ほか(1979)は、 大都市内部・大都市圏の成長・地方における都市化の進展にわ
け、 実証的な研究を通して都市化を総合的に解明した。 青木栄ー ・白坂 蕃・永野征男・福原正
弘(1979): 『現代日本の都市化』古今書院、 376ペ ー ジ．
( 9 )  原田(1976)は、 農地転用の変化を住宅地化の指標とし、 都市近郊農村の変容を明らか
にした。 原田敏治(1976):千葉県市川市における市街地化と農地転用． 地理学評論，49,616 ,...__,63 
1. また、 北畠(1981)は、 丘陵地に展開する新しい住宅地の地形的制約について考察した。 北
畠潤ー(1981):奈良盆地の北西部丘陵における住宅地化 ー1965,...__,1976年 ． 地理学評論，54,437 ,.._.,
447. 
(10) 石井(1970,1977)は、 民宿地域の形成について地域生態の視点から考察した。 石井英也
(1970): わが国における民宿地域形成についての予察的考察． 地理学評論，43,607 ,...__,622. 石井英
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也(1977): 白馬村における民宿地域の形成 ． 人文地理，29, 1 ,,..._,25. 白坂(1976, 1982)は スキ ー
集落の形成パタ ー ンを類型化し、 各類型ごとの地域変容を伝統的農村空間の変貌として捉えた。
白坂 蕃(1976): 野沢温泉村におけるスキ ー場の立地と発展一日本におけるスキ ー場の地理学的
研究第1報ー． 地理学評論， 49,341,,..._,360. 白坂 蕃(1982):中央高地栂池高原における新しい
スキ ー集落の形成 ． 地理学評論 ， 55, 566 ,,..._,586. 
(11) 経済企画庁調査局編(1984):『地域経済構造の新展間』大蔵省印刷局， 231 ペ ー ジ ．
(12) 太田 勇(1962): 岳南地方の工業化 ． 地理学評論，35, 427 ,,..._,442_ 太田 勇(1966): 岳
南地方の工業化（続報） ． 地理学評論39, l ,,..._, 19. 
(13) 太田 勇(1975):工業地理学の 一進路 ． 地理，20-1, 30,,..._,31. 
(14) 北村嘉行・矢田俊文編(1972):『日本工業の地域構造』大明堂， 317ペ ー ジ ． 宮川泰夫
(1977): 『工業配置論』大明堂，785ペ ー ジ
(15) 工業に限定すれば「開発、 生産、 流通の諸機能が、 機能的に結合した地域的集約」と定
義される。 板倉勝高• 井出策夫・竹内淳彦(1973):『大都市零細工業の構造』新評論，181ペ ー ジ
竹内淳彦(1978):『工業地域構造論』大明堂， 232ペ ー ジ ．
(16) 奥野博子(1977): 鯖江市における眼鏡枠工業の局地的分布の構成とその存主基盤につい
て。 人文地理29-2,115 ,,..._,135. 
(17) 「身近な地域」の学習において、 地域調査の展開事例として地場産業を取り上げた授槃
実戦か中心である（安部1987).
安部憲文(1987) : 結城紬生産地域における生産品種の地域分化に関する一考察 一 高等学校地理
における地域の調査の例として 一． 筑波大学教育研究科昭和61年度修士論文（未公表） ． 伊藤裕
康(1984): 伝統的な工業の教材化一豊橋筆づくりを素材に一． 地理学報告，58, 15,,..._,28. ・ 稲井邦通
(1984): 古くから伝わる工業一 「酒造工業」を教材にして一． 和歌山地理，4, l ,,..._, 17. 
(18) 小林陽子(1989): 地理教育における工業化についての教材研究 一茨城の工業団地を中心
に 一． 筑波社会科研究9, l ,,..._, 10. 
(19) 三沢勝衛 (1926): 諏訪製糸業発達の地理学的意義地理学評論2,813 ,,..._,334, 925 ,,..._,95
1. 三沢勝衛(1973): 『新地理教育論』古今書院，610ペ ー ジ ．
(20) 佐島群巳(1984):地理教育と教育学の関係 ． 町田貞・篠原昭雄編『社会科地理教育講座
2 , 地理教育の内容』明治図書， 16,,..._,22.
(21) 青木栄一(1987):『工業地域の労働力需給』大明堂， 157ペ ー ジ ．
(22)島田周平(1971): 農村地域の工業労働カ一宮城県大崎地方の例ー． 東北地理，23,157 ,,..._, 16 
3. 沼野夏生(1978): 農村地域における工場通勤圏の考察 ． 東北地理，30,135 ,,..._, 144. 小俣利男(198
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6): 多摩地域における」こ梨労働力の面給新地理，34-2, 16,...__,30. 
(23)茨城県か強制的に扱う場合のI県西地方」は、 さらに下館市、 結城市、 真壁郡（関城町・





(24)本場の結城紬は、 縦糸、 描糸ともに、 i貞糾｝」とよはれる繭から作った糸の塊から、 1本
づつ糸を手て紡いた}}乳料を使用している。
(25)わか国の中心工業か、 地場資源型から素材型、 さらに組み立て型へ移っていることかあけ
られる。 この類型に関しては、 例えは、 衣服に含まれる縫製工菓は、 地場資源型てはなく組み立
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